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は
じ
め
に
菅
谷
議
員
は
、

平
和
と
憲
法
に
つ
い
て
質

問
。
戦
争
法
で
あ
る
安
保
法

制
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
、
自

衛
隊
に
よ
る
海
外
で
の
武
力

行
使
が
現
実
と
な
る
こ
と
を

指
摘
し
、
区
長
と
し
て
政
府

に
廃
止
を
求
め
よ
と
迫
り
ま

し
た
。

憲
法
問
題
で
は
、
安
倍
首

相
が
掲
げ
る
自
民
党
の
「
憲

法
改
正
草
案
」
に
つ
い
て
、

「
国
防
軍
」
や
「
緊
急
事
態

条
項
」
を
組
込
み
、
基
本
的

人
権
を
否
定
す
る
な
ど
、
戦

争
国
家
と
専
制
政
治
＝
戦
前

の
社
会
に
逆
戻
り
す
る
も
の

だ
と
批
判
。
憲
法
99
条
で
区

長
が
負
っ
て
い
る
憲
法
擁
護

義
務
を
果
た
す
よ
う
要
求
し

ま
し
た
。

暮
ら
し
応
援
の

政
治
を

安
倍
政
権
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
っ
て
、
大
企
業
と
富

裕
層
は
莫
大
な
利
益
を
上

げ
、
国
民
は
貯
蓄
ゼ
ロ
が
全

世
帯
の
3
分
の
1
に
な
る
な

ど
、
「
格
差
と
貧
困
」
が
拡

大
し
た
と
指
摘
。

消
費
税
10
％
増
税
の
先
送

り
で
は
な
く
「
中
止
」
を
求

め
、
同
時
に
税
金
は
、
大
企

業
・
富
裕
層
に
適
正
課
税
し
、

年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
に

回
す
よ
う
区
長
と
し
て
政
府

に
求
め
る
べ
き
と
質
し
ま
し

た
。
ま
た
区
と
し
て
9
0
0

億
円
超
の
基
金
の
一
部
を
活

用
し
、
子
ど
も
医
療
費
の
18

歳
拡
大
等
を
求
め
ま
し
た
。

民
間
住
宅
の

耐
震
助
成
拡
充
を

4
月
に
発
生
し
た
九
州
熊

本
地
震
で
は
、
住
宅
被
害
が

12
万
8
千
棟
以
上
に
も
及
ぶ

甚
大
な
も
の
だ
と
し
て
、
国

に
対
し
、
「
生
活
再
建
支
援

法
」
に
よ
る
支
援
金
3
0
0

万
円
を
5
0
0
万
円
に
す
る

よ
う
求
め
る
こ
と
。
区
の
民

間
住
宅
耐
震
助
成
に
つ
い
て

は
、
木
造
住
宅
の
上
限
1
5

0
万
円
の
引
上
げ
な
ど
を
要

求
。ま

た
、
区
の
計
画
で
も
不

十
分
な
仮
設
住
宅
の
確
保

や
、
災
害
時
の
要
支
援
者
対

策
の
再
検
討
・
拡
充
を
求
め

ま
し
た
。

羽
田
空
港
出
発
便

江
東
低
空
飛
行
や
め
よ

国
土
交
通
省
が
す
す
め
る

本
区
上
空
を
含
む
都
心
上
空

の
低
空
飛
行
計
画
に
つ
い
て

質
問
。
現
在
、
高
度
9
0
0

ｍ
飛
行
で
騒
音
被
害
が
多
発

中
の
江
戸
川
区
清
新
町
の
騒

音
レ
ベ
ル
は
、
本
区
の
大
島

地
域
に
該
当
し
、
航
空
機
の

微
粒
子
排
出
ガ
ス
に
よ
る
健

康
被
害
の
危
険
も
あ
る
こ

と
。
成
田
空
港
で
の
落
下
物

事
件
が
昨
年
だ
け
で
5
件
発

生
し
て
い
る
と
し
て
、
飛
行

計
画
の
撤
回
を
求
め
ま
し

た
。

子
ど
も
の
貧
困
が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
る
中
で
、
江

東
区
内
で
も
給
食
の
な
い
夏

休
み
に
痩
せ
て
く
る
子
ど
も

が
い
る
と
学
校
現
場
か
ら
心

配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
子
ど
も

の
貧
困
は
経
済
的
な
理
由
だ

け
で
起
き
て
い
る
問
題
で
は

な
い
、
国
の
制
度
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
区
内
の
子
ど
も

の
置
か
れ
て
い
る
実
態
を
調

査
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
現
行
の
子
育
て
支

援
策
の
充
実
を
図
る
べ
き
と

主
張
し
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
の
増
設
や
就
学
援

助
の
改
善
、
認
可
外
保
育
料

の
保
護
者
負
担
の
軽
減
な
ど

を
求
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
さ
ら
な
る

改
悪
は
許
さ
な
い

こ
の
間
の
制
度
改
悪
で
必

要
な
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い

深
刻
な
事
態
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
政
府
は
、
要

介
護
1
・
2
の
生
活
援
助
を

保
険
か
ら
外
す
な
ど
、
軽
度

の
利
用
者
に
対
す
る
大
幅
な

サ
ー
ビ
ス
削
減
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
赤
羽
目
議
員
は
、

介
護
保
険
の
改
悪
を
す
す

め
、
高
齢
者
と
家
族
に
苦
難

を
強
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
政
府
に
対
し
、
改
悪
中

止
と
と
も
に
、
国
庫
負
担
割

合
を
引
き
上
げ
て
介
護
保
険

制
度
の
改
善
を
求
め
よ
と
迫

り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
住
ま
い
と

見
守
り
支
援
の
充
実
を

現
在
区
は
、
住
ま
い
の
確

保
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し

「
住
宅
あ
っ
せ
ん
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
緊
急
時

の
対
応
な
ど
家
主
の
不
安
が

大
き
い
こ
と
か
ら
十
分
な
成

果
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

赤
羽
目
議
員
は
、
見
守
り
事

業
等
と
連
携
を
強
化
し
、
区

が
主
体
と
な
っ
て
、
高
齢
者

の
受
け
入
れ
可
能
な
物
件
を

増
や
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
く
ら

せ
る
よ
う
、
地
域
見
守
り
支

援
事
業
の
充
実
や
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
求
め

ま
し
た
。

市
民
と
野

党
が
共
闘

し
、
安
倍
・

自
公
政
権
に

対
決
す
る
歴

史
的
選
挙
戦

と
な
っ
た
参

議
院
選
挙
が
7
月
10
日
投

・
開
票
が
行
わ
れ
た
▼
市

民
と
4
野
党
が
統
一
候
補

を
擁
立
し
自
公
と
の
一
騎

打
ち
と
な
っ
た
全
国
32
の

1
人
区
で
は
、
多
く
の
無

党
派
層
の
支
持
を
得
て
11

選
挙
区
で
勝
利
し
た
▼
日

本
共
産
党
は
、
「
戦
争
法

廃
止
、
憲
法
9
条
の
改
悪

反
対
」
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

ス
ト
ッ
プ
、
暮
ら
し
応
援

の
経
済
へ
」
「
市
民
と
野

党
の
共
闘
」
に
一
票
を
託

し
て
ほ
し
い
と
最
後
ま
で

訴
え
抜
き
、
改
選
3
議
席

か
ら
6
議
席
へ
と
倍
増
、

東
京
で
は
山
添
拓
さ
ん
が

初
当
選
を
果
た
し
た
▼
選

挙
戦
で
は
、
憲
法
9
条
の

改
定
が
大
争
点
に
な
っ
た

が
、
安
倍
首
相
を
先
頭
に

与
党
は
改
憲
の
争
点
隠
し

に
走
っ
た
▼
選
挙
後
、
安

倍
首
相
は
改
憲
議
論
を
進

め
る
と
し
て
い
る
が
、
世

論
調
査
で
は
、
国
民
の
多

く
が
「
憲
法
を
変
え
る
必

要
な
い
」と
答
え
て
お
り
、

憲
法
改
定
を
白
紙
委
任
し

た
わ
け
で
は
な
い
▼
日
本

共
産
党
は
市
民
と
野
党
共

闘
を
発
展
さ
せ
、
希
望
あ

る
未
来
を
ひ
ら
く
新
し
い

政
治
の
実
現
に
全
力
で
頑

張
り
た
い
。

江
東
区
議
会
第
二
回
定
例
会（
6
月
8
日
〜
28
日
）に
お
け
る
活
動
報
告

す
が
や
俊
一
議
員
の
本
会
議
質
問
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重
度
障
害
者
施
設
の

塩
浜
福
祉
園
民
営
化

計
画
は
中
止
を

青
年
の
相
談
窓
口

設
置
へ

議
会
傍
聴
が

改
善

江
東
区
で
認
可
保
育
園
に

入
れ
な
か
っ
た
人
は
1
7
1

7
人
。
「
20
園
、
保
育
園
に

落
ち
た
」
方
も
い
ま
し
た
。

保
育
園
が
足
り
な
い
と
い
う

時
に
、
江
東
区
は
、
今
あ
る

公
立
保
育
園
を
さ
ら
に
民
営

化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
の
民
営
化
は
、
国
や

自
治
体
の
保
育
に
対
す
る
責

任
を
投
げ
捨
て
、
安
上
が
り

の
保
育
を
す
す
め
ま
す
。

山
本
議
員
は
「
保
育
士
が

確
保
さ
れ
て
い
る
公
立
保
育

園
を
、
民
営
化
す
る
必
要
は

な
い
」
と
区
立
保
育
園
の
民

間
委
託
は
中
止
、
保
育
士
の

処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

現
在
、
唯
一
の
区
立
重
度

障
害
者
施
設
で
あ
る
塩
浜
福

祉
園
。
こ
こ
を
2
0
1
8
年

度
か
ら
民
営
化
す
る
計
画

が
、昨
年
突
然
に
伝
え
ら
れ
、

保
護
者
か
ら
は
反
対
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
園
に
対
し
て
保
護
者

か
ら
「
時
間
を
延
長
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
様
々
な
要
求
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
立
の
ま
ま
、
利
用
者
の

要
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
、

塩
浜
福
祉
園
の
民
間
委
託
は

中
止
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。ま

た
、
民
間
の
障
害
者
施

設
で
は
、
困
難
な
仕
事
で
あ

り
な
が
ら
、
賃
金
が
低
く
、

常
に
職
員
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
待
遇
を
改
善

し
、
職
員
を
増
や
す
よ
う
求

め
ま
し
た
。

現
在
の
青
年
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
は
、
高
額
費
、
雇

用
や
労
働
環
境
の
悪
化
、
い

じ
め
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
個

人
で
は
解
決
で
き
な
い
多
様

な
困
難
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
青
少
年
に
対
し

て
労
働
相
談
も
行
え
る
総

合
相
談
窓
口
を
求
め
ま
し

た
。区

は
「
区
役
所
に
相
談
窓

口
の
設
置
の
検
討
を
進
め
て

い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

は
6
月
8
日
、
臨
時
議
会
で

新
た
に
選
出
さ
れ
た
堀
川
幸

志
議
長
に
対
し
、
議
会
運
営

に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

申
し
入
れ
は
、
本
会
議
で

の
議
案
に
対
す
る
「
賛
成
」

「
反
対
」の
討
論
を
実
施
し
、

区
民
に
わ
か
り
や
す
く
す
る

こ
と
や
、
予
算
・
決
算
の
審

査
の
質
問
時
間
を
十
分
に
確

保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
区
民

か
ら
の
陳
情
の
扱
い
で
は
、

「
裁
判
・
係
争
中
」
を
理
由

に
し
た
委
員
会
付
託
の
除
外

を
や
め
る
こ
と
な
ど
を
求
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
卒
業

式
の
議
会
代
表
の
「
祝
辞
」

か
ら
「
日
の
丸
敬
礼
」
「
君

が
代
斉
唱
」
強
制
に
反
対
す

る
議
員
を
排
除
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
「
内
心
の
自

由
」
を
保
障
す
る
憲
法
に
反

す
る
も
の
だ
と
し
て
、
不
当

な
扱
い
を
中
止
し
、
従
前
通

り
、
全
議
員
参
加
と
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

こ
の
間
、
前
議
長
に
申
し

入
れ
て
い
た
「
議
会
傍
聴
の

見
直
し
」に
つ
い
て
は
、「
議

会
の
あ
り
方
検
討
会
」
で
も

議
論
さ
れ
、
受
付
時
間
に
よ

る
制
限
を
な
く
し
、
傍
聴
席

に
空
き
が
あ
る
場
合
に
は
、

い
つ
で
も
傍
聴
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

第
2
回
定
例
会
で
共
産

党
区
議
団
は
3
件
の
意
見

書
を
提
案
し
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
が
提
案

し
た
「
介
護
保
険
に
お
け

る
軽
度
者
へ
の
福
祉
用
具

貸
与
・
住
宅
改
修
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書
」
は
、

政
府
が
次
期
介
護
保
険
制

度
の
改
定
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
、
要
介
護
1
・

2
の
人
に
対
す
る
生
活
援

助
・
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

等
の
利
用
料
を
原
則
自
己

負
担
に
す
る
こ
と
は
、
介

護
の
重
度
化
を
招
く
こ
と

か
ら
検
討
は
中
止
し
、
現

行
ど
お
り
介
護
保
険
の
給

付
対
象
と
し
て
継
続
す

る
よ
う
求
め
た
も
の
で

す
。今

議
会
に
同
趣
旨
の
陳

情
が
医
療
・
介
護
保
険
制

度
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
委
員
会
審
議
で
採
択

し
、
「
介
護
保
険
制
度
に

お
け
る
軽
度
者
（
要
介
護

1
・
2
）
に
対
す
る
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
用

具
貸
与
等
の
給
付
の
見
直

し
等
に
関
す
る
意
見
書
」

を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
共
産
党
区
議

団
が
提
案
し
た
「
熊
本
地

震
の
被
災
者
支
援
に
関
す

る
意
見
書
」
と
「
住
宅
耐

震
助
成
の
抜
本
的
引
き
上

げ
を
求
め
る
意
見
書
」
は

全
会
一
致
に
な
ら
ず
提
出

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
会
日
程
（
予
定
）

9
月
13
日

請
願
陳
情
締
切
日

9
月
23
日

本
会
議

9
月
26
日

本
会
議
（
継
続
会
）

9
月
27
日

平
成
28
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
29
日

←

平
成
27
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

10
月
5
日

10
月
6
日

企
画
総
務
委
員
会

10
月
7
日

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

10
月
12
日

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

10
月
13
日

議
会
運
営
委
員
会

10
月
14
日

清
掃
港
湾
・
臨
海
部
対
策
特
別
委

10
月
17
日

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特

別
委

10
月
18
日

防
災
・
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委

10
月
19
日

医
療
・
介
護
保
険
特
別
委

10
月
24
日

本
会
議

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
にににににににににににににににににににににににににににににににににに
落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
なななななななななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
にににににににににににににににににににににににににににににににににに

山
本
真
議
員
の
本
会
議
質
問

塩浜福祉園

区議団が議長に申し入れ

公正で開かれた議会運営を

意
見
書
を
提
出

介
護
度
2
以
下
の
人
に
対
す
る

福
祉
用
具
貸
与
・
住
宅
改
修
は
継
続
を
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保
育
園
の
増
設
、

保
育
料
軽
減
へ

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

待
機
児
解
消
に
向
け
、
国
・

都
有
地
を
活
用
し
た
認
可
保

育
所
の
増
設
、
保
育
士
へ
の

家
賃
助
成
等
を
繰
り
返
し
提

案
。
区
は
、
公
有
地
活
用
に

よ
る
新
規
整
備
の
誘
導
、
家

賃
助
成
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
保
育
料
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

青
少
年
の
相
談
窓

口
設
置
へ

青
少
年
に
対
す
る
相
談
窓

口
を
―
日
本
共
産
党
区
議
団

の
長
年
の
ね
ば
り
強
い
質
問

に
、
区
は
「
設
置
の
検
討
を

す
す
め
て
い
る
」
と
答
弁
。

大
き
な
前
進
で
す
。

実
態
調
査
踏
ま
え

マ
ン
シ
ョ
ン
条
例

（
要
綱
）改
正
へ

区
は
、
日
本
共
産
党
区
議

団
の
提
案
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

実
態
調
査
を
踏
ま
え
、
15
戸

以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
ワ
ン

ル
ー
ム
・
賃
貸
含
む
）
に
災

害
用
格
納
庫
の
設
置
、
管
理

人
室
の
設
置
、
管
理
体
制
の

強
化
等
を
条
例（
要
綱
含
む
）

に
義
務
付
け
ま
す
。

バ
ス
路
線
新
設
、
停

留
所
ベ
ン
チ
設
置

地
域
住
民
の
要
望
で
あ
る

東
陽
町
駅
か
ら
癌
研
有
明
病

院
前
を
通
る
バ
ス
路
線
新

設
、
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
設
置

等
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
度
、
東
陽
町
駅
―
豊
洲
市

場
間
の
路
線
新
設
が
決
ま

り
、
運
行
ル
ー
ト
等
に
つ
い

て
調
整
中
で
す
。
ま
た
、
藤

崎
病
院
前
バ
ス
停
等
3
か
所

に
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

戦争法廃止
4.6市民大集会 in江東
市民の声が広がり、集会では

共産党、民進党、社民党の国会
議員があいさつ。区議会議員も
4会派が参加し、野党共闘が広
がりました。

異常な働き方を変えよう
メーデー
5月1日第87回メーデーが行

われ、昨年を上回り、3万人を
超える参加がありました。区議
団も参加・激励を行いました。

9条守れ！5.3 憲法集会
区内の有明防災公園に5万人

の参加で憲法集会が開かれ、野
党4党首もそれぞれあいさつ。
憲法九条を守り、「戦争する」
国にさせない決意を固めまし
た。

福祉の花を咲かせよう
花咲デモ
6月8日、江東区社会保障推

協議会主催の「第21回花咲デモ」
が行われました。福祉拡充を求
める請願書名を区長宛てに提出
しました。区議団も参加・激励
しました。

障害者放課後デイが枝川
に開設
「臨海地域に、障がいを持つ子
どもたちが放課後を過ごせる場
所がほしい」区民の切実な声に
応えて「こぴあクラブ」が開設。
6月30日開所式に参加しまし
た。

第2回定例会での主な議案に対する態度
民
進
ク

○

○

○

○

○

区長から27件の議案が提出され、日本共産党は上記の他2
件に反対し、他の20件に賛成。（○は賛成、×は反対）

公

明

○

○

○

○

○

自

民

○

○

○

○

○

共

産

○

○

×

×

○

議 案

多子・ひとり親世帯の保育料を
軽減する条例改正

幼稚園保育料を低所得世帯で軽
減する条例改正

個人番号（マイナンバー）の利用
拡大を進める条例改正

小規模保育等での保育士の配置
基準を緩和し、保育の質の低下
をもたらす条例改正

緑化促進などのマンション条例
改正

保育施設の新規整備について（来年4月開設予定）単位 :人
整備定員（予定）

3
〜
5
歳

45

39

57

39

81

【以下 調整中の整備計画】

－

－

－

0
〜
2
歳

28

23

34

15

40

－

－

－

合
計

73

62

91

54

121

90

80

202

773

所 在 地

大島1－10

住吉1－8－10

豊洲5－6

東雲2－12－2

東陽2－2－238他

南砂2－36－10

亀戸2－10－1他

冬木1・2丁目

合計

施 設 名

（仮称）グローバルキッズ
西大島園

（仮称）グローバルキッズ住吉園

（仮称）グローバルキッズ
豊洲5丁目保育園
（仮称）おうち保育園プラス
しののめ

（仮称）マミー保育園東陽町

（仮称）南砂二丁目保育園

（仮称）亀戸二丁目保育園

（仮称）冬木地区保育園

1

2

3

4

5

6

7

8

区
民
と
力
を
合
わ
せ
要
求
実
現

都バスの停留所（藤崎病院前）に
ベンチを設置

フ
ラ
ッ
シ
ュ

フ
ラ
ッ
シ
ュ

フ
ラ
ッ
シ
ュ
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江
東
区
上
空
を
年
間
３

万
９
千
機
が
低
空
飛
行

江
東
区
は
北
風
時
に
Ｃ
滑

走
路
を
離
陸
し
た
飛
行
機
の

上
昇
経
路
と
さ
れ
、
年
間
約

2
1
0
日
、1
日
1
8
7
機
、

年
間
3
万
9
千
機
（
2
〜
3

分
に
1
機
）
の
旅
客
機
が
、

午
前
6
時
か
ら
10
時
半
、
午

後
3
時
か
ら
7
時
の
間
に
低

空
で
通
過
し
て
い
き
ま
す
。

江
東
区
の
広
い
範
囲
が

飛
行
コ
ー
ス
に

国
交
省
は
Ｃ
滑
走
路
を
離

陸
し
た
旅
客
機
は
「
荒
川
上

空
」
を
一
本
道
の
よ
う
に
通

過
す
る
と
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
現
行
の
飛
行
コ
ー
ス
の

航
跡
図
を
見
る
と
、
右
旋
回

す
る
中
央
防
波
堤
付
近
で
3

Ｋ
ｍ
程
度
の
幅
が
あ
り
ま
す

（
経
路
図
参
照
）
。
江
東
区

の
広
い
範
囲
が
低
空
で
の
上

昇
コ
ー
ス
と
な
る
の
は
明
ら

か
で
す
。

区
内
の
最
低
高
度
は
、
湾

岸
道
路
上
空
9
0
0
メ
ー
ト

ル
、
永
代
通
り
上
空
1
0
0

0
メ
ー
ト
ル
、
蔵
前
橋
通
り

上
空
1
3
0
0
メ
ー
ト
ル
で

す
。低

空
飛
行
で
環
境
悪
化

飛
行
機
が
低
空
で
通
過
す

る
た
び
に
大
き
な
騒
音
が
上

空
か
ら
ふ
り
ま
か
れ
、
テ
レ

ビ
の
視
聴
や
会
話
が
妨
げ
ら

れ
ま
す
。

低
空
飛
行
に
よ
る
航
空
機

騒
音
は
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
ほ

か
、
睡
眠
妨
害
と
そ
れ
に
伴

う
健
康
被
害
、
子
ど
も
の
学

習
障
害
を
引
き
起
こ
す
と
指

摘
さ
れ
、
さ
ら
に
航
空
機
排

ガ
ス
中
の
微
小
粒
子
に
よ
る

健
康
被
害
な
ど
様
々
な
悪
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
着
陸
側
で
は
、
落
下

物
に
よ
る
事
故
の
危
険
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

低
空
飛
行
経
路
は
海
上

活
用
が
ル
ー
ル

羽
田
空
港
は
こ
れ
ま
で
も

滑
走
路
の
増
設
・
延
長
な
ど

機
能
強
化
の
た
び
に
航
空
機

騒
音
が
問
題
と
な
り
、
住
民

・
自
治
体
と
の
和
解
交
渉
を

通
じ
て
、
騒
音
や
安
全
に
配

慮
し
「
離
着
陸
時
は
で
き
る

だ
け
海
上
を
活
用
す
る
」「
高

度
1
8
0
0
メ
ー
ト
ル
以
下

で
は
陸
上
を
経
路
と
し
な

い
」
と
の
原
則
が
確
立
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
計
画

は
、
長
年
の
原
則
を
ひ
る
が

え
す
重
大
な
変
更
で
す
。

現
在
国
交
省
は
、
住
民
が

求
め
る
教
室
型
の
説
明
会
な

ど
の
開
催
を
拒
否
し
て
い
ま

す
。
住
民
犠
牲
の
「
機
能
強

化
」
は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

品
川
、
江
東
、
江
戸
川
各

区
の
住
民
団
体
を
中
心
に
結

成
さ
れ
た
東
京
連
絡
会
は
、

そ
の
後
目
黒
、
港
、
新
宿
、

板
橋
区
も
加
わ
り
、
計
画
の

撤
回
を
求
め
て
運
動
を
広
げ

て
い
ま
す
。

5月17日羽田問題で住民団体が
江東区と交渉

4月13日羽田問題で東京連絡会が
国交省交渉

生
活
・
法
律
相
談
案
内

区
議
会
議
員

き
く
ち
幸
江

江
東
区
大
島
二
―
三
七
―
一
六

☎
三
六
八
五
―
七
八
八
四

第
３
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

大
つ
き
か
お
り

江
東
区
枝
川
一
―
六
―
一
三

☎
三
六
四
五
―
二
七
六
四

第
４
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

赤
羽
目
た
み
お

江

東

区

石

島

九

―

五

☎
五
六
六
五
―
一
一
五
六

第
２
水
曜
・
午
後
６
時
半

どんなことでもお気軽にご相談ください

国
は
羽
田
空
港
発
着
の
国
際
線
を
増
や
す
た
め
、
人

口
が
密
集
す
る
都
心
上
空
を
低
空
で
飛
行
さ
せ
る
方
策

を
8
月
中
に
決
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
実
施
は
4
年

後
の
2
0
2
0
年
か
ら
で
す
が
、
騒
音
や
事
故
の
危
険

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
う
え
お
順

江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ののののののののののののののののののののののののののののののののの低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行ははははははははははははははははははははははははははははははははは中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止ををををををををををををををををををををををををををををををををを
国交省が羽田発着便の航路変更を計画

住宅地を低空飛行（江戸川区清新町）

区
議
会
議
員

山

本

真

江
東
区
東
陽
一
―
一
六
―
九

☎
三
六
四
四
―
七
二
九
〇

第
２
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

そ
え
や
良
夫

江
東
区
東
砂
七
―
一
〇
―
二
四

☎
五
六
八
三
―
八
一
八
五

第
３
金
曜
・
午
後
７
時

区
議
会
議
員

す
が
や
俊
一

江
東
区
大
島
五
―
四
八
―
一
〇

☎
三
六
八
三
―
〇
七
四
五

第
４
木
曜
・
午
後
７
時

区
議
会
議
員

正
保
み
き
お

江
東
区
北
砂
四
―
二
四
―
一

☎
三
六
四
〇
―
四
三
七
六

第
３
木
曜
・
午
後
６
時




